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主 文

被告人を懲役３年に処する。

この裁判が確定した日から５年間この刑の執行を猶予する。

理 由

【有罪と認定した事実】

被告人は，著名な音楽プロデューサーであって，株式会社Ａ取締役でもあるが，

自分が創作した音楽８０６曲の著作権（社団法人Ｂが管理）を譲渡する名目でその

代金を騙し取ろうと企て，Ａ監査役であって有限会社Ｃの代表取締役でもあるＤや

Ａ代表取締役のＥと共謀して，以下の犯行に及んだ。

すなわち，被告人は，被害者Ｆに対し，① 本当は，この８０６曲のうち無名の

１３曲を除く７９３曲の著作権を慣行としてＧ株式会社など音楽出版社に譲渡して

いたことに加え，この７９３曲中の主要１２曲の著作権をＡに二重譲渡して，その

旨文化庁の著作権登録原簿に登録するとともに，さらに，この７９３曲中の主要２

８６曲の著作権を有限会社Ｈにも二重譲渡し，そのうち１４曲についてその旨文化

庁の著作権登録原簿に登録していたにもかかわらず，そのように既に他人に著作権

を譲渡している事実を隠し，あたかも自分が８０６曲すべてについて著作権を依然

として所有し，そのすべての著作権を譲渡できる支配権を有しているかのように装

うとともに，② 本当は，自分がＢに対して有する著作権使用料分配金請求債権に

ついて前妻のＩが差押えている点について，その差押えを解除する意思も能力もな

いし，著作権の譲渡代金として受領する金については，その差押え解除に向けた費

用に充てる意思もなく，すべて自己の借金返済など別の用途に直ちに充てるつもり

であったのに，そのような意図も隠し，あたかもＦ被害者から譲渡代金を受領した

後は，直ちに前妻Ｉにこれを交付して，その差押えを解除してもらうかのように装

い，次のとおり嘘を言って，Ｆ被害者を騙した。

(1) まず，平成１８年７月３０日ころには，Ｊホテル（所在地－東京都港区a丁

目b番c号）のd号室において，Ｆ被害者に対し，被告人が 「Ｂに登録してあ，

る８０６曲の作品の著作権は，すべて僕にありますから，この僕のすべての著

作権を，Ｆさんに１０億円で買っていただきたい 「僕は，音楽出版社から。」，

， ，完全にインディペンデントしていますから 僕の過去の曲の著作権については

音楽出版社との間でも，全部，僕の手もとに残しておくという契約になってい
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ます 「バラバラではなくて，僕の過去の作品８０６曲がフルセットになっ。」，

ているということに，意味があるし，価値が出るんですよ 「１０月末まで。」，

には，８０６曲全部の著作権をＦさんの名義にしてもらいます 「著作権の。」，

売買代金を一部でも支払っていただければ，真っ先にＩに支払い，Ｉの差押を

解除してもらいます 」などと嘘を言うとともに，。

(2) 次いで，翌８月７日ころには，このＪホテルd号室において，やはりＦ被害

者に対し，被告人が 「Ｂに登録済みの８０６曲については，全部僕に著作権，

があります 「ただ，早急に前妻に支払わなければならない差押解除のため。」，

のお金が５億円ほど必要ですので，申し訳ないのですが，１０億円の売買代金

の中から，先に５億円を支払っていただきたいんです 」などと嘘を言い，さ。

らに，共犯者Ｄも 「Ｆさんに支払っていただく５億円については，直ちに全，

額をＩに支払います。キャッシュで５億円を一度に支払えば，すぐに差押を抹

消してもらうことができます 」などと嘘を言った。。

その結果，被告人や共犯者Ｄの嘘に騙されたＦ被害者は，８０６曲すべての著作

権の譲渡代金の一部として，その直後の９日ころに１億５０００万円を，その月の

２９日ころにも３億５０００万円を，それぞれ共犯者Ｄの管理するＣ名義の普通預

金口座（Ｋ銀行Ｌ支店〔当時の所在地－大阪市e区f町g目h番i号〕に開設）に振込

み送金した。

以上により，被告人は人を欺いて財物を交付させる罪を犯した。

【法令適用の過程】

「有罪と認定した事実」に記載の被告人の行為は，刑法６０条，２４６条１項に

該当する。

そこで，当裁判所は，その法定刑期の範囲内で，後記「量刑の理由」により，被

告人を主文の刑に処するとともに，刑法２５条１項を適用して，この裁判が確定し

た日から主文の期間この刑の執行を猶予することとした。

【量刑の理由】

１ 本件事案の概要

本件は，著名な音楽プロデューサーである被告人が，巨額の負債の支払いに窮

する余り，被告人の財務や資金繰りを担当していた共犯者らと共謀の上，資産家

の被害者に対し，実際には自己の音楽作品の大半の著作権が音楽出版社等に譲渡

あるいは二重譲渡されていたにもかかわらず，未だに全著作権を自ら所有してい
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るかのように装うなど種々の嘘を重ねて，被害者にこれを買い取るように持ちか

け，これを信じた被害者から，譲渡代金の一部として５億円もの金を騙し取った

という事案である。

２ 量刑上特に考慮した事情

(1) 被告人は，日本を代表する音楽プロデューサーとして平成１０年前には極め

て多額の収入を得ていたものの，平成１０年代に入ると次第にヒット曲に恵ま

れなくなるようになっていったことに加え，平成１３年にレコード会社との専

属契約を合意解約して高額の前受け金を返還することを余儀なくされたことを

転機として，次第に資金繰りに難を来すようになり，その後は，投資上の大失

敗や資金繰りのまずさ，あるいは家庭問題に端を発する高額の慰謝料・養育費

の負担等が重なって，巨額の負債を抱えるに至り，やがてノンバンクや高利業

者からの苦し紛れの借入れ等も繰り返すうちに，更に借金が膨れ上がり，いよ

いよ月々の支払いにも困るようになって，目前に迫った借金返済等に充てるた

め，ついに本件のようなその場しのぎの，あからさまな詐欺の犯行に及ぶに至

ったものである。

被告人が破綻を来たし，このような状況に追いつめられるに至った経緯を見

ると，確かに，不幸な事情が重なったり周囲に適切な助言者がいなかったりし

て，気の毒と思われる面も全くないわけではない。しかし，その一方で，被告

人は，栄光に満ちた日々を忘れられないまま，見通し甘く計画性のない資金繰

りを繰り返すうちに，自らを窮地に追い込んでしまい，果ては平成１４年に再

婚した新妻に対する身勝手な見栄から，我が身を取り囲む状況をも弁えない豪

奢な生活を続けるうちに，益々その経済的苦境を深刻なものにしてしまったと

もいえるのであって，総じて見れば，その犯行に至る経緯・動機を見ても，多

くの酌むべきものを見出すことは困難であるといわざるを得ない。

(2) 改めて考えてみれば，本件の詐欺は，著作権という権利の性質や被告人が著

名人であることからして，いずれその嘘がばれることは時間の問題であったと

思われる。その意味では，その場しのぎの場当たり的犯行であったことは明ら

かである。しかし，そのような面があったにしても，被告人の今回の詐欺で使

った手口は，著作権取引に関する制度上の問題点を悪用したあまりに狡猾なも

のであって，共犯者間で果たした被告人の役割も決定的である。ことに，被告

人が，自己のネームバリューを利用して言葉巧みに詐欺を働いたことはともか
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くとしても，その音楽家としての矜持すらかなぐり捨てて，自己がこれまで営

々として創作し続けてきた歌の数々を詐欺の道具に用い，果ては，揺らぎ掛け

た被害者の信頼を取り戻さんがために新たに被害者のために歌を作ってこれを

プレゼントするなどは，長きにわたり人の心を打つ歌の数々を世に送り出して

きた被告人の振る舞いとしてあまりに嘆かわしく，またそのような被告人の振

る舞い故にこそ手練れの事業家たる被害者も容易に錯誤に陥ってしまったとも

言い得るのである。本件詐欺をそもそも発案したのは，比較的最近被告人の資

金調達等に関与することになった共犯者Ｄであって，被害者と交友関係にある

同共犯者がある程度リードする形で本件犯行が進められていった面は被告人の

ために考慮しなければならないが，上記のような被告人の果たした役割を考え

ると，このような事情ゆえに被告人の責任が大きく軽減されるとは，到底考え

られないのである。

(3) もとより，本件犯行の結果は重大である。被害者の事業内容や資産規模が判

然としないため，５億円という金額が資産家である被害者にとって有する意義

や価値は容易に推し量れないものがあるものの，いずれにしても，被害者は，

世間的に見れば大金であるその金を騙し取られたばかりか，それが発覚した後

も，容易に被告人からその返還も受けられず，また，あろうことか被告人から

は債務不存在確認等の訴えまで起こされて（但し，この疑問の多い訴え提起自

体は当時の代理人弁護士の判断によるところも大きく，これを一概に被告人に

帰責することは相当でない ，多大の精神的苦痛を被ったことは明らかであ。）

， ， ，り 現在でもなお 被害者が被告人に対し許し難い思いを抱いていることには

（ ， ， ，それなりに無理からぬ面がある なお 被害者は 最終証拠調べ期日において

本件公判後に被告人の関係者からインターネット等で誹謗中傷されていること

によって更に大きな精神的苦痛を被っている旨証言するが，これらの誹謗中傷

に被告人やその関係者がどの程度関与しているのか証拠上不明であるというほ

かなく，被害者の疑心暗鬼はそれなりに理解できないではないものの，およそ

揣摩憶測の類から被告人の刑を加重することができないことは改めて言うまで

もないところである 。。）

(4) しかし，その一方，本件公判に至ってのこととはいえ，被告人のことを師と

も仰ぐＧ社長のＭが，被告人とのこれまでの交友とその将来を思い，自ら奔走

して金を調達した結果，手元不如意な被告人に成り代わり，本件被害金５億円
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に慰謝料１億円と遅延損害金を併せた残金約６億４８００万円もの金を耳を揃

， （ ，えて支払い 完璧に被害弁償を終えていることは特筆すべきものがある なお

被害者に対しては，共犯者Ｄからも既に慰謝料１億５０００万円が支払われて

おり，これにより，被害者は本件被害の関係で総額２億５０００万円もの法外

な慰謝料を受領していることになる 。同社長や同社副社長は，いわばＧ丸。）

抱えで，今後の被告人の更生と再起に協力するとも公判廷で誓約しているとこ

ろであり，前述のような転落過程を辿った被告人の周囲に，なおこれだけ被告

人のことを思い，これを支える人達がいるということは，被告人の将来の更生

に大きな期待を抱かせるものがある。

(5) そして，被告人も，捜査・公判を通じ，これまでの起伏の多い人生を振り返

りつつ，今回のあまりにも愚かな自己の所業に深く思いを致し，現在では真摯

にこれを反省している様子が窺われる。被害者に対しても，その思いを伝える

べく，自分の言葉で心から罪を詫びる謝罪文をしたためており，残念ながら，

弁護人の懸命の努力にもかかわらず諸事情あってこれが被害者本人の手元に届

くことはなかったものの，ようやく最終証拠調べ期日における被害者の証人尋

問において，被告人は，自ら被害者と直に向き合った上，真摯に謝罪の言葉を

述べるに至っているのであって，これに感じた被害者においても，これを受け

止める旨言明しているところである。

(6) 以上に加え，被告人は，当然のことながら，本件により世間から厳しく指弾

され，その社会的評価は地に落ちるなど，既に多大の社会的制裁を受けている

ことが窺われるが，その一方で，これまで，被告人が，自ら作詞・作曲・プロ

デュースした多数のヒット曲を世に送り出す一方，レコード会社に所属しない

独立した音楽プロデューサーの草分け的存在として，現在でも活躍している多

数のアーティストをプロデュースしてくるなど，音楽の世界に少なからざる社

会的貢献をしてきたことは正当に評価されなければならない。音楽業界の内外

から，被告人を慕い，なお将来に期待する多くの嘆願書が寄せられているのも

その故であろう。もとより，被告人は，これまで一般前科がなく，犯罪とはほ

ぼ無縁に生活してきたという事情もある。

３ 総合判断

そこで，以上の諸事情を総合して考えると，確かに，本件の犯情は甚だ芳しく

なく，被告人の刑事責任は重いといわざるを得ないところであるが，先に見たよ
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うな被害弁償の状況や被告人の反省態度，これを受け止めた被害者の心情，被告

人の将来を期待する人達の存在や被告人を取り巻く更生環境などの事情も考え併

せると，被告人を今直ちに刑務所に送り込むことにいかほどの社会的意義を見出

し得るのかが問われることになる。

そこで，当裁判所は，以上のような判断から，被告人を主文の刑に処した上，

今回ばかりはその刑の執行を猶予して，被告人に対し社会の中で更生する機会を

与えることとした次第である（検察官求刑－懲役５年 。）

前記判決宣告日同日

大阪地方裁判所第７刑事部

杉 田 宗 久裁判長裁判官

三 村 三 緒裁判官

内 林 尚 久裁判官


